
大だ
い

仏ぶ
つ

殿で
ん

方は
う

広く
わ
う

寺じ

は
、
後ご

陽や
う

成ぜ
い

院ゐ
ん

御
宇
天
正
六
年
、
豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

公こ
う

の
御
建
立
な
り
。
本
尊
は
廬
舎
那
仏
の
坐
像
、
御
丈
六
丈
三
尺
。
仏
殿

は
西
向
に
し
て
、
東
西
廿
七
間
南
北
は
四
十
五
間
な
り
。
楼
門
に
は
金
剛
力
士
の
大
像
を
置
、
長
は
壹
丈
四
尺
な
り
。
門
の
内
に
は
高
麗
犬

あ
り
、
金
色
に
し
て
長
七
尺
。〔
こ
れ
は
豊と
よ

国く
に

の
や
し
ろ
に
あ
り
し
と
い
ふ
〕
廻
廊
は
南
北
百
廿
間
東
西
百
間
な
り
。
堂
前
に
建
る
石
灯
籠

に
は
列
国
諸
侯
の
名
を
刻
む
、
仏
殿
の
敷
石
又
正
面
石
垣
の
大
石
に
は
国
々
出
所
の
名
或
は
諸
侯
の
紋
所
等
あ
り
、
廻
廊
の
外
に
は
桜
紅
葉

を
交
へ
て
植
ゑ
た
り
。
慶
長
七
年
十
二
月
四
日
に
は
仏
殿
回
禄
す
、
同
十
五
年
右う

大だ
い

臣じ
ん

秀ひ
で

頼よ
り

公こ
う

こ
と

ぐ
く
再
営
あ
る
。
寛
文
二
年
本
尊
銅

像
を
改
て
木
像
と
し
給
ふ
。
太た
い

閤か
ふ

秀ひ
で

吉よ
し

公こ
う

の
石
塔
婆
は
仏
殿
の
南
に
あ
り
、
豊
国
崩
れ
て
後
こ
れ
を
営
し
と
い
ふ
。
塔
前
の
石
灯
籠
に
は
慶

長
十
年
九
月
と
あ
り
。

撞つ
き

鐘か
ね

堂た
う

は
南
廻
廊
の
外
に
あ
り
、
四
間
四
方
に
し
て
柱
の
数
は
十
二
本
な
り
。
鐘
の
高
さ
壹
丈
四
尺
、
指
わ
た
し
は
九
尺
二
寸
、
厚
さ
壹
尺
。


